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段 階 対 象 者 保険料率 年額保険料

第1段階
･生活保護受給者
･老齢福祉年金の受給者で世帯全員が住民税非課税

基準額×0.5
28,800円

(月額 2,400円)

第2段階
世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金
収入額が80万円以下

基準額×0.5
28,800円

(月額 2,400円)

第3段階 世帯全員が住民税非課税で、第2段階に該当しない 基準額×0.75
43,200円

(月額 3,600円)

第4段階
世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人が住民税非課
税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下

基準額×0.87
50,110円

(月額 4,175円)

第5段階
世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人が住民税非課税
で、第4段階に該当しない

基準額
57,600円

(月額 4,800円)

第6段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が190万円未満 基準額×1.25
72,000円

(月額 6,000円)

第7段階
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が190万円以上
300万円未満

基準額×1.5
86,400円

(月額 7,200円)

第8段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が300万円以上 基準額×1.75
100,800円

(月額 8,400円)

　介護保険事業では、平成24年から26年の3
年間に必要とされる介護サービス費用を算出
し、保険料を決定しています。
　第1号被保険者(65歳以上の方)の保険料は、
｢本人の所得及び世帯の課税状況｣に応じて所得
段階が第1段階から第8段階に分けられます。
　詳しくは、7月中旬にお送りする介護保険料
決定通知書でご確認ください。

～ 今年度から介護保険料が見直されました ～

平成24年度

介護保険料が決定しました

あなたの介護保険料は？

※お問い合わせ先　
　町福祉課(担当･青池) ☎32‐6704
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保険料の納め方は、年金の受給額によって「特別徴収」と「普通徴収」に分かれます。

保険料を納めないでいると･･･。

　保険料を滞納していると、滞納した期間に応じて次のような措置がとられます。保険料は、納め忘れのないよ
うにしましょう。

　費用の全額を利用者が負担
し、申請後も保険給付の一部、
または全部が差し止めとなりま
す。さらに滞納が続くと、滞納
していた保険料として給付費か
ら差し引かれます。

利用者負担が1割から3割
に引き上げられたり、高額
介護サービス費
が受けられなく
なります。

　費用の全額を利用者が一旦
自己負担し、申請により後で
保険給付分(費用の
9割)が支払われる
形となります。

1年以上の滞納 1年6か月以上の滞納 2年以上の滞納

※災害等の特別な事情があると認められた時は、保険料の減免や徴収の猶予を受けられることがあります。　　
　納付が難しい時は、町福祉課へご相談ください。

特別徴収
年金が年額18万円以上の方は、年金から天引きになります。

● 年金の支払い月(偶数月)に、年金から保険料を6回に

　分けて天引きさせていただきます。

● 天引き(特別徴収)の対象者となることが確認されてから
　　おおむね6か月後に、保険料の天引きを開始します。

年金が年額18万円未満の方は、納付書で個別に納めます。

● 町から保険料の納付書を送付します。納付書は年8回送付し、
　それぞれ7月から翌年2月分に該当します。

● 金融機関または町役場出納室にて、納付期限までに納付してく
　ださい。また、保険料の納付方法には、便利で確実な口座振替
　もありますので、ぜひご利用ください。

普通徴収

介護保険料を納めましょう

　介護保険事業は、国や県、町が負担する｢公費｣と、皆さんが納める｢介護保険料｣を財源として運営されていま
す。介護が必要になった時、安心してサービスを利用できるように、保険料は必ず納めましょう。

介護保険の財源内訳

保
険
料

公　

費

65歳以上の人の
保険料(21％)

40～64歳の人の
保険料(29％)

町の
負担金

県の
負担金

国の
負担金

(平成24～26年度の割合)

サービス利用者負担
(原則として費用の1割)+

納付書

金融機関 等

役場
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月
30
日
か
ら
、
町
内
の

　
　
　

3
路
線
を
走
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
に
、
自
動
体
外
式

除
細
動
器(

A
　

E
　

D)

が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

A
　

E
　

D
と
は
、
心
臓
発
作
等

で
心
臓
が
突
然
停
止
し
た
場
合

に
、
身
体
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与

え
る
こ
と
で
心
臓
を
正
常
な
状

態
に
戻
す
救
命
器
具
で
す
。
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
、
操
作
手

順
を
日
本
語
音
声
で
順
次
知
ら

せ
て
く
れ
る
た
め
、
一
般
の
人

で
も
簡
単
に
操
作
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。　

　

今
回
の
設
置
は
、
町
か
ら
バ

5

コミュニティバスにAEDが設置されました

ス
の
運
行
業
務
を
委
託
さ
れ
て

い
る
レ
イ
ン
ボ
ー
観
光
自
動
車

株
式
会
社
が
、
乗
客
の
安
全･

安

心
を
第
一
に
考
え
独
自
に
行
っ

た
も
の
で
、
県
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
で
A

　

E
　

D
が
設
置
さ

れ
た
の
は
、
若
狭
町
に
続
き
2

例
目
と
な
り
ま
す
。

　

A
　

E
　

D
は
運
転
席
後
ろ
の
専

用
ボ
ッ
ク
ス
に
収
納
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
バ
ス
の
運
転
手

は
、
今
回
の
設
置
に
あ
た
り
、

A
　

E
　

D
を
使
用
し
た
救
命
法
に

つ
い
て
の
講
習
を
受
け
て
い
ま

す
の
で
、
も
し
も
の
場
合
に
は

お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　

教
育
委
員
会
で
は
、
平

　
　
　

成
14
年
か
ら｢

興
道
寺
廃

寺｣

の
発
掘
調
査
を
進
め
て
い
ま

す
。
同
寺
院
は
、
7
世
紀
後
半

か
ら
9
世
紀
末
頃
ま
で
興
道
寺

に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
の

結
果
、
8
世
紀
後
半
の
再
建
期

に
は
、
金
堂
や
塔
、
講
堂
等
を

備
え
た
本
格
的
な
寺
院
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
跡
地
か
ら
は
、
仏
像
の

毛
髪
部
分(

塑
像
螺
髪)

や
古
代
銭

貨(

和
同
開
珎
等)

、
須
恵
器
の
蓋

等
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
町
文
化
財
室
で
は
、

町

■ お問い合わせ先
　町文化財室(担当･松葉)
　 ☎ 32‐0027

興道寺廃寺周辺古代景観復元イラストを作成

調
査
結
果
を
も
と
に
、
興
道
寺

廃
寺
及
び
そ
の
周
辺
の
古
代
景

観
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
復
元
イ
ラ

ス
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

イ
ラ
ス
ト
は
8
世
紀
後
半
の

あ
る
年
の
春
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

お
り
、
寺
院
再
建
の
様
子
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
構
図
は
南
か

ら
の
鳥
瞰
と
な
っ
て
お
り
、
寺

院
周
辺
に
は
、
一
般
集
落
や
条

理
地
割
の
水
田
、
古
墳
群
等
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、イ
ラ
ス
ト
の
カ
ラ
ー
版

を
、町
文
化
財
室(

金
山
14
‐
1･

美
浜
南
小
学
校
隣)

と
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

■ お問い合わせ先
　町住民環境課 ( 担当 ･ 田辺 )
　 ☎ 32‐6703

↑運転席後ろに設置された AED

↑ AED マークが付けられたコミュニティバス

↑興道寺廃寺周辺古代景観復元イラスト (8 世紀後半をイメージ )

①金堂 ( 仏像の安置場所 )　②塔　　　 ③講堂 ( 僧侶の修行場所 )

④中門　　　　　　　　　 ⑤南門　　 ⑥鍛冶工房

⑦古墳群　　　　　　　　 ⑧若狭湾　 ⑨久々子湖

① ②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
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　町では、ＪＲ小浜線の利用促進を図る
ため、回数乗車券を購入いただいた方や
団体旅行を実施された方に対して費用の
一部を助成しています。
　ぜひ、このお得な助成事業をご利用く
ださい。

ご存知ですか？ＪＲ小浜線利用促進助成
～ＪＲ小浜線は地域の宝物　みんなで乗ろうよ小浜線　切符は美浜駅で買いましょう！～

回
数
乗
車
券
の
助
成

□
対
象
者

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
ま
た　

　

は
町
内
の
事
業
所
等
に
勤
務
す
る
方

・
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
方

□
条　

件

　

美
浜
駅
で
小
浜
線
区
間
を
利
用
す
る

回
数
乗
車
券
を
購
入
し
た
場
合

□
助
成
額

　

回
数
乗
車
券
の
10
％

※
限
度
額
は
、
1
回
の
購
入
に
つ
き

　

1
人
あ
た
り
１
，０
０
０
円

□
対
象
者

　

団
体
旅
行
助
成
の
申
請
者
が
町
内
に

住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
は
町
内

の
事
業
所
等
に
勤
務
し
て
い
る
こ
と
。

□
条　

件

　

美
浜
駅
で
小
浜
線
区
間
を
利
用
す
る

8
人
以
上
の
団
体
切
符
を
購
入
し
た
場
合

□
助
成
額

　

Ｊ
Ｒ
の
団
体
割
引
後
の
20
％

※
限
度
額
は
、
１
人
あ
た
り
片
道　
　

　

４
０
０
円 団

体
旅
行
の
助
成

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
企
画
政
策
課(

担
当･

大
道)

☎
32
‐
６
７
０
１

　

町
内
の
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校

の
学
校
行
事
や
部
活
動
等
で
、
Ｊ
Ｒ
小

浜
線
を
利
用
し
た
際
の

小
浜
線
区
間
の
運
賃
を

全
額
助
成
し
ま
す
。

学
生
団
体
等
の
助
成

対象期間　  7月1日(日)～9月30日(日)

対象旅行

　ＪＲ美浜駅で発行するＪＲ切符を購入して、ＪＲ小浜
線を利用した親子旅行。
　ただし、次のいずれかに該当する場合は、原則として
助成対象となりません。
①親子旅行の変更･中止等により切符の払い戻し等を受け
　た場合
②各地区子ども会等の団体主催による親子旅行

対象者

  ＪＲ切符を購入した時点で、次のすべての条件を満たす方
①本町に住所を有する親子。(親子旅行には中学生以下の
　者が１人以上含まれていること)
※親子とは、子どもの親に限らず祖父母等3親等以内の親
　族を含む。
②美浜駅または東美浜駅を始点または帰点としたＪＲ切
　符であること。
③町税等に滞納がないこと。

助成額

　ＪＲ切符購入費の3分の2(限度額10,000円)を助成します。
※助成は、1世帯1回限りとする。(子どもと別世帯の親族
　とが旅行した場合も１世帯とする)

申請方法

①ＪＲ美浜駅で切符を購入した際に、ＪＲ美浜駅に備え
　付けの申請書兼請求書に販売証明を受けてください。
②親子旅行実施後20日以内に町企画政策課へ申請書兼請
　求書を提出してください。

夏休み親子旅行助成

夏休み！親子で行ってらっしゃい

今年度も実施！
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※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

田
村)

☎
32
‐
６
７
０
３

太

陽

始
め
ま
せ
ん
か
？

光

電

発

　
　
　

在
日
本
で
は
、｢

再
生
可
能
エ
ネ

　
　
　

ル
ギ
ー(

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー)｣

が
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
最
も
身
近
に
利
用
で
き
る
の

が
太
陽
光
発
電
で
す
。
太
陽
光
発
電
は
Ｃ

Ｏ
２
の
削
減
に
役
立
ち
、
災
害
時
の
非
常

用
電
源
と
し
て
も
利
用
が
可
能
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て

よ
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問
に
お
答
え
し
ま

す
。
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
太
陽
光
発

電
の
導
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
　

  

福
井
県
の
気
象
条
件
は
、
太
陽
光
発

電
に
向
い
て
い
な
い
の
で
は
？

Q
　

1

　
　

  

財
団
法
人
日
本
気
象
協
会
が
提
供
し

て
い
る
デ
ー
タ
を
も
と
に
算
出
し
た
全
国

各
地
の
年
間
予
想
発
電
量
に
よ
れ
ば
、
東

京
都
と
福
井
市
を
比
較
し
た
場
合
、
東
京

都
よ
り
４
％
程
度
少
な
い
だ
け
で
し
た
。

　

敦
賀
市
で
は
11
％
ほ
ど
の
差
が
出
ま
す

が
、
決
し
て
太
陽
光
発
電
に
向
い
て
い
な

い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

A
　

1

　
　

  

太
陽
光
発
電
で
作
ら
れ
た
電
気
は
、

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
で
す
か
？

Q
　

2

　
　

  

太
陽
光
発
電
を
設
置
す
る
と
、
昼
は

発
電
し
た
分
を
そ
の
ま
ま
家
の
中
で
使
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
夜
は
発
電
し
ま
せ
ん

の
で
、
電
力
会
社
か
ら
電
気
を
買
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昼
間
の
発
電
量
が
使
用
量
を
上

回
っ
た
場
合
は
、
電
力
会
社
に
売
電
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

A
　

2

　
　

  

何
年
で
元
が
取
れ
ま
す
か
？

Q
　

3

　
　

  

平
成
23
年
の
補
助
金
及
び
余
剰
電
力

買
取
制
度
を
も
と
に
試
算
し
た
場
合
、
既

築
の
住
宅
に
設
置
す
る
と
16
年
、
新
築
の

場
合
は
12
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
発
電
量
や
家
族
構
成
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
の
で
、
販
売
店
で
し
っ
か

り
確
認
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

A
　

3

　
　

  

Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
は
ど
の
く
ら
い
で

す
か
？

Q
　

4

　
　

  

4
ｋ
ｗ
の
太
陽
光
発
電
が
1
年
間
に

発
電
す
る
量
は
４
，０
０
０
ｋ
Ｗ
ｈ
程
度
と

な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
１
・
４
ｔ
の
Ｃ
Ｏ

２
が
削
減
さ
れ
ま
す
。

A
　

4

　

１
世
帯
当
た
り
の
年
間
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

は
５
・
４
ｔ
で
す
か
ら
、
４
分
の
１
以
上

が
削
減
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

  

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー(

発
電
設
備

の
保
守
が
不
要)

っ
て
本
当
で
す
か
？

Q
　

5

　
　

  

天
候
や
小
動
物
の
進
入
等
、
い
ろ
い

ろ
な
原
因
で
不
具
合
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
発
電
量
を
毎
月
チ
ェ
ッ
ク
し
、

異
常
が
な
い
か
確
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

な
お
、
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
が
、
一
般
的
に
設
備
機
器
の
保
証
期
間

は
10
年
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

A
　

5

現

↑住宅の屋根に設置された太陽光発電設備

導入時の補助金制度をご活用ください
　太陽光発電設備を設置する際には、国 ･ 県 ･ 町による補助
制度があります。
　それぞれの補助額は次のとおりです。

国 県 町 計

30,000円/kW

35,000円/kW
(対象設備の金額により
補助額は変わります)

24,000円/kW 12,000円/kW

66,000円/kW

71,000円/kW
(標準設備費用の約13～15％分に相当)

～ ～
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美浜発電所の状況

　今回の報告では、5月19日から6月18日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

美
浜
１
号
機

美
浜
2
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
22
年
11
月
24
日
～)

美
浜
3
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
5
月
14
日
～)

　

第
27
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
12
月
18
日
～)

山
口
町
長
が
議
会
原
子
力
発
電
所
特
別

委
員
会
と
と
も
に
美
浜
発
電
所
の
安
全

対
策
を
確
認

　

5
月
21
日
に
、
町
役
場
で
議
会
原
子
力

発
電
所
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
4
月
6
日
に
国

が
決
定
し
た
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に

あ
た
っ
て
の
安
全
性
に
関
す
る
判
断
基
準

の
内
容
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
取
ら
れ
て
き

た
美
浜
発
電
所
の
安
全
対
策
の
状
況
を
確

認
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
、
当
日
は
、
北

村
議
長
と
山
口
町
長
も
同
席
し
ま
し
た
。

　

原
子
力
安
全･

保
安
院
と
関
西
電
力
㈱

か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
山
口
町
長
は
、

関
西
電
力
㈱
に
対
し
、｢

ハ
ー
ド
面
・
ソ

フ
ト
面
の
安
全
対
策
は
、
国
の
基
準
を
単

に
満
足
す
る
だ
け
で
な
く
、
加
圧
水
型
軽

水
炉
の
先
駆
け
企
業
と
し
て
、
今
後
も
企

↑海抜17ｍ以上の地点に配備した｢空冷式非常用発電
　装置｣

業
努
力
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。｣

と
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

委
員
会
終
了
後
は
、
説
明
を
受
け
た
安

全
対
策
を
確
認
す
る
た
め
、
美
浜
発
電
所

を
訪
問
し
、
次
の
設
備･

機
器
を
視
察
し

ま
し
た
。

↑美浜3号機タービン建屋で福島事故を踏まえた
　安全対策の実施状況を確認する山口町長

● 

外
部
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
に
瞬
時
に

起
動
し
、
冷
却
に
必
要
な
機
器･

設
備
に
電

力
を
供
給
す
る｢

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機｣● 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
冷
却
す

る
た
め
に
備
え
て
い
る｢

海
水
ポ
ン
プ｣

● 

海
水
ポ
ン
プ
が
浸
水
し
、
使
用
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
に
備
え
配
備
し
た｢

大
容
量

海
水
ポ
ン
プ
車｣

● 

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
と
し
て
、
海
水
に

よ
る
冷
却
を
必
要
と
し
な
い｢

空
冷
式
非
常

用
発
電
装
置｣

● 

電
源
が
喪
失
し
た
場
合
で
も
、
蒸
気
の

力
で
稼
働
し
、
蒸
気
発
生
器
に
冷
却
水
を

送
る｢

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ｣

● 

浸
水
対
策
と
し
て
、
高
い
水
圧
に
も
耐

え
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
替
え
た｢

水
密
扉｣

● 

津
波
対
策
と
し
て
造
成
工
事
が
進
む
外

海
側
の｢

防
潮
堤｣ (

あ
ご
越
え)

　

現
地
で
山
口
町
長
は
、
発
電
所
員
の
説

明
の
も
と
、
一
つ
ひ
と
つ
確
認
し
、
美
浜

発
電
所
で
講
じ
ら
れ
て
い
る
安
全
対
策
が

い
ず
れ
も
適
切
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後
も
議
会
と
連
携
し
な
が

ら
、
美
浜
発
電
所
の
安
全
対
策
を
確
認
し

て
い
き
ま
す
。

↑海水ポンプの代替として配備した｢大容量海水ポンプ車｣
　(通常は海抜32mの高台に配備)


